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■

 理事：相川＠相川賢一、 キシミクス＠岸正也、koss＠古瀬 学、 babo＠豊原道雄、 にむ＠

西村慶友、 ダイヤ＠橋本大也、 アキユキ＠星川博、 国廣。＠前田邦宏、 フィールド＠

横原康二

 監事：くぅ＠細谷 遊 （敬称略）※2009 年 12 月 31 日現在

■

 日時：2009 年 3月 22 日（日）13:00～13:30

 場所：スタジアムプレイス青山イベントホール

 会員数 78名：出席者 17名、委任 12名、理事会委任（欠席）49名
 委任を含む正会員総数の２分の１以上の出席で総会成立

 議決内容

１．年次活動結果報告および年次活動計画

２．活動報告及び収支決算を諮り、全員異議なくこれを承認した。

３．年次決算報告および年次予算について

平成 21年度の活動計画および収支予算の審議の結果、全員異議なくこれ
を承認した。

４．本会則の改廃について

議案の会期の変更、総会開催の日程については、否決とし、総会の実施

方法（総会イベントとの分離、オンライン総会等）を次期理事会で検討

することとした。

５．役員（理事および監事）の選出

次期役員を選任し、全員異議なくこれを承認した。その後、理事の協議

により、代表理事に橋本大也氏、前田邦宏氏が就任した。

 意見及び回答

 各活動における実行委員会の創設は、実行前から告知する。

 各活動における実行委員会の創設は、実行前から告知する。



 会計費目の明記（租税公課、ソフトウェア予算（アーカイブ等）がハードウェ

ア予算に組み込まれている）。

■

 概要：H YPER G REEN は、単にトレンド的な環境保全を示すキーワードではない。これは、情報

環境から政治経済の施策までをも含む包括した視座から今問われる「G REEN」の本質を語るこ

とで、思考停止のエコロジー気分を超える試み。

 日時：2009 年 3月 22 日（日）14時～

 場所：スタジアムプレイス青山イベントホール

 話題提供者

 橋本大也（データセクション株式会社 代表／オーバルリンク理事）

 池田清彦（早稲田大学国際教養学部 教授）

 ハセベケン（渋谷区議会 議員）

 上田壮一（Think the Earth プロジェクトプロデューサー／スペースポート代表）

 構成（敬称略）※各セッションの話者が次のセッションの聞き手になるスタイル

 Session1：『情報環境からの創発』橋本大也＋上田壮一

 Session2：『環境問題の問題』池田清彦＋橋本大也

 Session3：『運動する緑』ハセベケン＋池田清彦

 Session4：『生活を再考する』上田壮一＋ハセベケン

 オーガナイズ：前田邦宏＋久野木吉蔵

■

 概要：O LSFlyerB.jpg 現実の世界に新たな情報の次元を加える「Augm ented Reality（拡張現

実）」。ＡＲ分野の第一人者たちを招いて拡張現実の技術が生み出すビジネス、コミュニティ、テ

クノロジーにおけるイノベーションを多角的に分析した。

 日時：5月 29 日（金）20:00～22:00

 場所：デジタルハリウッド大学 メインキャンパス

 スピーカー

 芸者東京エンタテイメント株式会社 代表取締役 C EO 田中 泰生氏

 クウジット株式会社 代表取締役社長 末吉 隆彦氏

 N ucode 代表 中井ナオト氏

 司会：オーバルリンク代表理事 橋本大也（デジタルハリウッド教員）

■



 概要：時代の最先端で戦うW eb2.0世代に対し、効率化できない部分、生活や家庭のこと、教育

のこと、地域や社会との関係のこともトータルバランスで考えてみることを提案。個性的な生き方、

働き方をしているデジタル業界の起業家３人をスピーカーとして、「パパ料理」、「デジタルネイテ

ィブ」、「ワークライフバランス」をキーワードに、仕事と生活の最適化を考えるイベント。会場を提

供してくださっているデジタルハリウッド杉山校長にも本テーマを総括するお話をいただいた。

 01：「家族の笑顔のために料理をつくるパパ」で（株）ビストロパパの未来ビジョン

 スピーカー：滝村雅晴氏：パパ料理研究家。株式会社ビストロパパ 代表取締役（本

社：東京都港区）、NPO 法人ファザーリング・ジャパン 社員、NPO 法人日本食育協会

会員、食育指導士、元デジタルハリウッド執行役員。

 02 「デジタルネイティブの育て方」アルファブロガーのe子育て実践レポート

 スピーカー：橋本大也氏：daiya.jpg データセクション株式会社代表取締役。起業家、

アルファブロガー、NPO オーバルリンク代表。

 03 デジタル女性起業家の視点で考えるワークライフバランスの理想形

 スピーカー：粟飯原理咲（あいはらりさ）氏：アイランド株式会社代表取締役として、

「おとりよせネット」「レシピブログ」「朝時間.jp」などの女性向けポータルサイトを運営。

 04 デジタルハリウッド学校長 杉山流のクリエイティブ・バランス

 日時：６月２６日（金）20 時開始

 場所：デジタルハリウッド大学 メインキャンパス

■

 概要：m icroblogの猛者たちがおらが世界のコミュニケーションを熱く語った。

 日時：2009 年 7月 17 日、20:00～22:30

 場所：デジタルハリウッド大学、メインキャンパス

 出演

 夜のプロトコル（津田大介、いしたにまさき、速水健朗）

 オーバルリンク（橋本大也）

 ゲスト：id:otsune、id:ku、id:gam ella、及びゲスト数名。

 構成

 １部：夜のプロトコルパート

 tum blr編（司会：いしたにまさき）

 twitter編（司会：津田大介）

 ２部：オーバルリンクパート（司会：橋本大也）

 「Twitter＆タンブラー 次世代 W eb コミュニケーションサービスの未来を考える」

＆パネルトーク

■



 概要：「写真」と「写真ではない何か」を分ける境界線はどこにあるのか。あるいは、そもそもその

ような境界線は存在するのか。言葉で捉えることの出来ないその境界線は、面倒なことに撮るこ

となしに見えてこない。そして、その境界線にあるのは「誰にでも撮れる、しかし、あなたにしか

撮れない写真」かもしれない。そんな想いを抱いた先端研究集団オーバルリンクの写真＋カメラ

を愛好する有志が集い、多彩なゲストにも加わっていただき、「写真の境界線」を巡る 10m in.

Presentation が展開された。

 日時：2009 年 8月 24 日（月）

 場所：インターナショナル・デザイン・リエゾンセンター

 主催：オーバルリンク写真部有志

 プレゼンテーション

 １．Abstraction 抽出された風景 m astuokayusuke［デザイナー］

 ２．早く決めてよ！ Shoot it as soon as possible！ 久野木吉蔵［クリエイター］

 ３．ハイテクとローテクのはざまで オモシロ・フォトテクノロジー 橋本大也

 ４．習作 今の写真家、昔の写真家 ゾルキ４ｋ［協同組合インフォメーションテクノロジー関

西 代表理事］

 ５．eyefiが開く新しい写真体験 川井 拓也［株式会社ヒマナイヌ 代表取締役］

 ６．セルフポートレート写真論 中村豊美［女流写真家 兼 コピーライター］

 ７．心霊写真の撮り方、見わけ方 遊法 仁［映像演出家］＋池田武央［霊能者］

 ８．液晶でよくね？ 写真文学という表現 コバニカ（小林弘人）［ワイアード、サイゾー、ギ

ズモード創刊人／メディア・クリエーター］

 ９．放浪の記憶と音楽 皆既日食を求めて マツイケイタ［音楽家］

■

 概要：掲示板やメーリングリスト、ソーシャルネットワーク、Twitter チャットや２ちゃんねる等、イン

ターネット上に存在する無数のコミュニティの運営ノウハウを可視化し、共有する場としてのイベ

ントを開催。ネットコミュニティの老舗として、主催者オーバルリンクの実績を抽出・紹介し運営ノ

ウハウのパターンを具体例として公開した。

 日時：2009 年 10 月８日（木）20:00～22:30

 場所：デジタルハリウッド大学、メインキャンパス

 講演者

 江渡 浩一郎（えとこういちろう）：独立行政法人産業技術総合研究所サービス工学研究

センター研究員。日本ソフトウェア科学会、情報処理学会、各会員。

 前田邦宏（まえだ くにひろ）：株式会社クォンタムアイディ代表取締役。株式会社関心空

間取締役ファウンダー。東京大学大学院情報学環講師。

 司会：オーバルリンク代表 橋本大也

■ 理事会開催

 第 27回：2009 年 06 月 23 日 19 時-21 時 於：神スタ

 第 28回：2009 年 08 月 18 日 19 時-21 時 於：神スタ



 第 29回：2009 年 10 月 30 日 19 時-21 時 於：神スタ

 第 30回：2009 年 12 月 15 日 19 時-21 時 於：神スタ

■ 細則に、以下の通り、オンライン総会に関する条項を追加する。

 新 11条 (オンライン総会)

１．会則第 13 条第 3項のオンライン総会の開催については、通常総会と同様の方法を用い

て告知を行うものとする。

2.オンライン総会の構成は会則第 14 条に準じるものとし、議決権はオンライン総会用に用意され

た、投票システムを利用する方法を以って行使するものとする。

3. オンライン総会における委任に関しては細則第 10条の規定を適用する。

以下、各条の番号が一つずつ繰り下がるものとする。

■

■

■

■

■

■



■ 期間 2009 年１月１日～2009 年 12 月 31 日

■ 単位：円

■収入

科目 予算額（A） 決算額（B） 予算対比（B）－（A）

前年度繰越金 459,384 459,384 0
信託金 0 0 0
会費収入※ 560,000 667,000 107,000
利息収入 500 53 -447
セミナー収入 0 425,000 425,000
コンテンツ収入 0 0 0
その他 0 0 0

収入合計 1,019,884 1,551,437 531,553

※会費収入内訳

小計  会費単価 人数

　　　一般継続 608,000 8,000 76

　　　学生継続 2,000 2,000 1

　　　2010年度前払い 8,000 8,000 1
　　　学生 (入会金+会費）新規 3,000 3,000 1

　　　学生（入会金免除）新規 6,000 2,000 3

　　　一般・半年新規 40,000 4,000 10

会費収入計 667,000

■I/O 業務委託明細

業務委託内容 本年度予算（A） 本年度実績（B） 予算対比（B）－（A） 主な内訳

コミュニティー運営代行（A） 280,000 417,910 137,910
　Hardware & Infrastructure 280,000 207,910 -72090 関心空間+ドメイン代

　Software & Contents 210,000 210,000 W EB再構築費用

事務代行（B） 5,000 2,000 -3000
　　備品　 0 0 0
　　事務運営費 0 0 0
　　会議運営費 0 0 0
　　通信・交通・諸経費 5,000 2,000 -3000
　　予備費 0 0 0
セミナー運営代行（C） 0 250,097 250,097
　　総会 0 52,500 52,500 総会セミナー講師代

　　セミナー 0 197,597 197,597 デジハリセミナー講師代、他

合計（A）+（B）+（C） 285,000 670,007 385,007

収支（決算収入－業務委託明細実績） 881,430



■ 活動方針：『D iversity & Inclusion』多様性と包摂力という二つの重心を持つオーバルを描く。

 方向性１．コミュニティの構成員の多様性を高める。現在のマジョリティである中年男性層ではな

く、女性、学生、スポーツ選手、政治家、ヘンなガイジン、などを積極的に勧誘していく。

 方向性２．会員同士のコミュニケーションを活性化する。

■上記２つの方向性に基き、以下の具体的なアクションを目標とする。

１. リアル・イベントの開催（公式イベントを６回開催する）

(ア) オーバルリンクの認知を高めること、新規会員の勧誘を行うこと、を主な目的として、年に６

回程度の公式イベントを開催する。その他会員有志による非公式なイベントを積極的にサ

ポートする。セミナーで得られた利益を活動資金にあてる。

２. オンライン・プラットフォームの革新

(ア) M L＋KC W という既存プラットフォームに加えて、Twitter、W iki、uStream などの新たなコミ

ュニティインフラ、コミュニケーションツールを積極的に活用する。

３. 外部団体との交流、交接、交歓

(ア) 外部の組織とのコラボレーションを積極的に行う。

４. O VA L LIN K  AW A RD

(ア) 内外の優秀なコンテンツやクリエイターを表彰する「オーバルリンクアワード」を具体化して

実行する。

５. 新規会員獲得

(ア) 第 8期の会員獲得目標は３０名とする。

今回任期の切れる理事はいない（現在の理事は全員昨年の総会で新任もしくは再任)。

第 8期の役員として、新任の理事エド＠江渡浩一郎を含めた、下記のメンバーを選任いたします。

【理事】

koss＠古瀬学（再任）

アキユキ＠星川博 （再任）

ダイヤ＠橋本大也 （再任）

國廣＠前田邦宏（再任）

にむ＠西村慶友（再任）

babo＠豊原道雄（再任）

相川＠相川賢一（再任）

キシミクス＠岸正也（再任）・

フィールド＠横原康二（再任）

エド＠江渡 浩一郎 (新任)

【監事】

くぅ＠細谷 遊 （再任）



■ 期間 2010 年１月１日～2010 年 12 月 31 日

■ 単位：円

■収入

科目 予算額（A） 決算額（B） 予算対比（B）－（A）

前年度繰越金 459,384 881,430 422,046

信託金 0 0 0

会費収入 667,000 660,000 -7,000 一般継続8,000×80名、学生継続2,000×10名

利息収入 53 0 -53

セミナー収入 425,000 720,000 295,000 \3,000*6回*40名

イベント収入 0 150,000 150,000 \3,000*50名

その他 0 0 0

収入合計 1,551,437 2,411,430 859,993

■支出

業務委託内容 前年度実績（A） 予算（B） 前年対比（B）－（A） 主な内訳
Hardware & Infrastructure 207,910 250,000 42,090 関心空間+ドメイン代

Software & Contents 210,000 315,000 105,000 W EB再構築費用

　　備品　 0 0 0

　　事務運営費 0 200,000 200,000 N PO 税金

　　会議運営費 0 0 0

　　通信・交通・諸 2,000 5,000 3,000

　　予備費 0 0 0

　　総会(イベント） 52,500 500,000 447,500 会場費、飲食等

　　セミナー講師謝礼 197,597 360,000 162,403 30,000\×2名×6回

　　OVAL AWARD 0 100,000 100,000 新設

合計 670,007 1,630,000 959,993

■収支

前年度実績（A） 予算（B） 前年対比（B）－（A）

収支予測 881,430 781,430 -100,000

以上


